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第７次埼玉県地域保健医療計画に基づく病院整備計画の整備計画報告書 

 

１ 医療機関名：医療法人 豊岡整形外科病院 

    

２ 所在地（開設予定地）：埼玉県入間市豊岡一丁目 1012番 2 

    

３ 整備する病床の機能・数 

【変更後】 整備計画病床 １２ 床 

医療機能＊ 病床機能報告区分 病床種別 入院基本料・特定入院料 病床数 

回復期機能 回復期 一般 地域包括ケア入院医療管理料２ １２床 

    床 

計 － － － １２床 

＊回復期機能、がん医療、脳卒中医療、心血管疾患医療、救急医療、周産期医療、緩和ケア等整備する病床

が担う医療機能を記載 

 

【変更前】 整備計画病床 １２ 床 

医療機能＊ 病床機能報告区分 病床種別 入院基本料・特定入院料 病床数 

回復期機能 回復期 一般 地域包括ケア入院医療管理料２ １２床 

    床 

計 － － － １２床 

 

見直しに当たっての考え方、変更後病床数の根拠 

 

 地域包括ケア病床は現在１０床であり、常に満床状態であるため、救急車両によ

る搬送ならびに他病院・施設などからの紹介患者様のお断り・待機いただいている患

者様は、年間１８２名となっております。 

 

 年間待機数１８２名×平均在院日数２２日÷３６５日＝１０．９７床不足 

 

年間待機数 計１８２名 

 ・救急車両 お断り ８５名 

 ・他病院・施設からのご紹介お断り、待機 ９７名 

  

 

 

 

 

資料１－３－５ 
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４ スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 整備方針、目標 

○地域医療を支えていくために圏域で果たす役割、機能 

  当院は、昭和４５年の創設以来長年にわたり整形外科専門病院といたしまして、入間市な

らびに地域に根差した診療を行ってまいりました。外傷から変性疾患、交通事故など、整形

外科分野に関する診療を幅広くさせていただいております。整形外科単科であり整形外科の

医師が３６５日２４時間従事していることから、特に夜間帯において、西部圏域より救急車

両からのお問い合わせ(年間４２５名受入)をいただいております。 

また、現在も実施しておりますが、救急医療システムの参加ならびに在宅療養支援ベッド確

保協力病院（入間市在宅医療支援センター）としての役割や整形外科に特化した、救急医療

と回復期機能、在宅への復帰支援を行っていく病院としての役割や地域包括支援センター、

介護施設、ボランティアなどとを結びつける、地域包括ケアシステムの一員として連携し、

今後も地域密着の病院としての役割を担ってまいります。 

 

○新たに担う役割 

 地域包括ケア病床の増床分は、今までほとんど受入ができなかった院外から直接の受け入

れ（主にサブアキュートとしての役割）を行ってまいります。特に、在宅や施設で療養中、

発症前から日常的な生活支援が必要な患者様が、骨折等の軽症急性疾患に罹患したときに緊

急時を含め、受入のできる病院としての役割を担います。 

 また、現在も受け入れ態勢を整えておりますが、介護施設など施設からの依頼につきまし

ても、夜間、休日ともに、施設のニーズにお応えし、更なる体制強化を図りたいと考えます。 

 

○将来の方向性 

増床いただいた際には、増床分は「サブアキュート」を中心とした、院外より直接受け入

れられる体制といたします。来院時に患者様の状態を確認し、急性期病床で診るのか、地域

包括ケア病床で診るのかを判断し、急性期としての役割と回復期（地域包括ケア病床）とし

ての役割の両面から地域医療を支えていかせていただきたいと考えております。 

したがいまして、現状の地域包括ケア病床１０床と合わせた２２床の地域包括ケア病床に

おきましては、「ポストアキュート」と「サブアキュート」としての役割を果たしていきたい

 項  目 完了（予定）年月 

1 開設（変更）許可（医療法） 平成 ３０年 ９月 

2 建築（着工） 平成 ３０年１０月 

3 建築（竣工） 令和 元年  ９月 

4 医療従事者の確保 確保済み 

5 使用許可（医療法） 令和 元年 １１月 

6 開設（増床） 令和 元年 １１月 
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と考えております。 

 

 

○現在の体制で対応できていない患者と今後の見込み 等 

 整備後、救急車両による搬送ならびに他病院・施設からの紹介患者様のお断り・待機いた

だいている患者様につきまして、概ねお断り・待機いただくことがなくなること、また今ま

で受入が難しかった、主な疾患が整形外科領域の患者様で、内科的疾患（軽度の心疾患、糖

尿病など）をお持ちの患者様も、内科医の充足（循環器常勤医師 1 名、循環器非常勤医師 1

名、糖尿病内分泌内科非常勤医師 2 名）もあり、高度急性期などからの受入幅が拡大される

とともに、そのような患者様も、状態にもよりますが地域包括ケア病床に直接の受入が可能

となります。 

 また、現在も受け入れをさせていただいております認知症の患者様も、引き続き積極的に

受入をさせていただきたいと考えております。 
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 【増床病棟】（※有床診療所についても準じて記載してください。） 

病棟名 病床数 病床機能報告区分 平均在院日数 病床利用率 

地域包括ケア病床 
12床 回復期   

一般 入院基本料・特定入院料 地域包括ケア入院医療管理料２ 

診療科 

 整形外科、リハビリテーション科 

患者の受入見込み 
（※名称、数値（人数、病床数に占める割合）について具体的に記入してください。） 

【増床前】平成 30年実績 

年間総入院数 857人 

内、院内より地域包括ケア病床へ 179人 

（ポストアキュート） 

 

【参考資料】 

●以下、急性期一般病床の入床者の内訳 

年間総入院数（平成 30年）857人 

 

1、在宅（自宅）から年間 513人（60％） 

 

2、病院 年間 153人（18％） 

埼玉石心会病院から年間 53人 

原田病院 36人 

阿伎留医療センター9人 

至聖病院 5人 

狭山中央病院 4人 

武蔵台病院 4人 

入間川病院 3人 

圏央所沢病院 3人 

埼玉医科大学 国際医療センター3人 

入間ハート病院 2人 

小林病院 2人 

狭山ヶ丘病院 2人 

西武入間病院 2人 

所沢明生病院 2人 

並木病院 2人 

以下、1人 

赤心堂病院、岩手県立遠野病院、宇都宮

記念病院、奥島病院、小樽市立病院、関

越病院、玉造病院、帝京大学医学部附属

【増床後】 

★増床分（地域包括ケア病床）に直接受け

入れる見込みの内訳 

年間計 182人 

 

1、在宅（自宅）から年間 109人（60％） 

 

2、病院から年間 32人（18％） 

埼玉石心会病院から年間 9人 

原田病院 6人 

阿伎留医療センター2人 

至聖病院 1人 

狭山中央病院 1人 

武蔵台病院 1人 

その他病院 12人 

 

3、診療所から計 11人（6％） 

狭山ヶ丘東口整形外科内科 1人 

さやま総合クリニック 1人 

その他クリニック・診療所より 9人 

   

4、接骨院から年間 20人（11％） 

 

5、介護施設から年間 9人（5％） 
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病院、所沢ハートセンター、西我妻福士

病院、防衛医科大学校病院、枡記念病院、

三井病院、武蔵野総合病院 

 

3、診療所 年間 51人（6％） 

狭山ヶ丘東口整形外科内科 7人 

さやま総合クリニック 4人 

杏クリニック 3人 

いしがみ整形外科クリニック 3人 

いぶき山整形外科クリニック 3人 

小野整形外科医院 3人 

つばさ総合診療所 3人 

みやクリニック 3人 

あんず訪問診療クリニック 2人 

入間黒須クリニック 2人 

以下、1人 

井上クリニック、入間ゆめクリニック、

川越インタークリニック、菅原高原クリ

ニック、さとう内科、さやま整形外科内

科、大生水野クリニック、寺嶋整形外科

医院、ながさわ内科、名栗園診療所、の

ぞみクリニック、藤田整形外科、ホスピ

タル坂東、細谷医院、間柴医院、武蔵野

総合クリニック、むらやま外科クリニッ

ク、元かじ診療クリニック、森田クリニ

ック 

 

4、接骨院から年間 96人（11％） 

入間接骨院 40人 

もみの木接骨院 7人 

山川接骨院 6人 

山下接骨院 4人 

くまはら接骨院 3人 

ひだまり接骨院 3人 

他接骨院 33人 

 

5、介護施設から年間 44人（5％） 

 サニーライフ入間 5人 

 杏樹苑 4人 
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 ジョアン宮地の里 3人 

 他介護施設 32人 

医療（介護）連携見込み 

（※具体的に記入してください。） 

【増床前】 

○紹介元：上記「患者の受入見込み」参照 

 

【参考資料】 

○急性期一般病床からの紹介先 

全退院数 703人 

家庭へ 579人 

病院 101人 

介護施設 23人 

 

病院（101人）の内訳 

★急性期病院（35人） 

埼玉石心会病院 17人 

阿伎留医療センター4人 

原田病院 3人 

埼玉医科大学病院 2人 

西埼玉中央病院 2人 

入間川病院 1人 

埼玉医科大学 国際医療センター1人 

埼玉医科大学 総合医療センター1人 

入間ハート病院 1人 

所沢第一病院 1人 

狭山中央病院 1人 

山本前田記念会前田病院 1人 

 

★回復期病院（62人） 

原田病院 25人 

所沢ロイヤル病院 14人 

明生リハビリテーション病院 6人 

飯能靖和病院 6人 

川越リハビリテーション病院 3人 

大生病院 3人 

武蔵台病院 2人 

霞ヶ関南病院 2人 

国立障害者リハビリテーションセンター

【増床後】 

○紹介元：上記「患者の受入見込み」参照 

 

○増床分（地域包括ケア病床）からの紹介

先（連携見込み） 

全退院数 182人 

家庭へ 150人 

病院 26人 

介護施設 6人 

 

地域包括ケア病床の連携見込み（病院） 

★回復期病院 

原田病院 

大生病院 

明生リハビリテーション病院 

所沢ロイヤル病院 

飯能靖和病院 

武蔵台病院 

川越リハビリテーション病院 

 

★慢性期病院 

大生病院 

所沢ロイヤル病院 

飯能靖和病院 

新所沢清和病院 
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病院 1人 

★慢性期病院他（4人） 

 西武入間病院 1人 

 入間台クリニック 1人 

狭山ヶ丘病院 1人 

県立小児医療センター1人 
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６ 既存病棟の概要（※有床診療所についても既存病床がある場合は準じて記載してください。） 

病棟名 病床数 病床機能報告区分 平均在院日数 病床利用率 

一般病床 
５０床 急性期 ２０日 ８４．２％ 

一般 入院基本料・特定入院料 急性期一般入院料６ 

病棟名 病床数 病床機能報告区分 平均在院日数 病床利用率 

地域包括ケア病床 
１０床 回復期 ２２日 ９９.１％ 

一般 入院基本料・特定入院料 地域包括ケア入院医療管理料２ 

診療科 

 整形外科、リハビリテーション科 

診療実績 

○手術の実施状況、整形外科領域の疾患における、全身麻酔手術件数 平成３０年 年

間７１０件（急性期病床にて実施） 

  脊椎脊髄 ３５４件、人工関節 ４１件、大腿部頸部骨折 ７２件、一般外傷（そ

の他骨折など） ２４３件 

 

 

○急性期後の支援・在宅復帰への支援の状況、全身管理の状況、疾患に応じたリハビリ

テーション・早期からのリハビリテーションの実施状況など（地域包括ケア） 

  地域包括ケア病床での直近 1年間の在宅復帰率は、９４％ 

入院時より患者様やそのご家族と話し合い、スケジュールに合わせリハビリテーシ

ョン（運動器）や治療を実施し、在宅からの入院であれば在宅へ、施設からの入院で

あれば施設へ、できる限り元の生活習慣にお戻りいただいております。 
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７ 医療従事者（※確保予定の人員には、増員となる人数を記載してください。） 

職種 

現在の人員（人） 確保予定の人員（人） 

常勤 非常勤 常勤 非常勤 

実人数 常勤換算 実人数 常勤換算 

医 師 ５ ２２ ４．７    

看護師 ４５ ８ ４．４    

その他 ５４ １１ ６．３    

計 １０４ ４１ １５．４    

 

確保状況・確保策、確保スケジュール 

増床に伴う、医師、看護師、その他医療従事者とも、人員は確保済み。 

特にサブアキュートとしての役割を担うための、内科医（常勤 1名・非常勤 3名）を

含む医師も、すでに新規入職済みであり、体制を整えております。 

なお、平成 30年 8月 17日に提出させていただきました医療従事者の人員と比較して

も、さらに増員が進んでいる状況です。 

 

     平成 30年 8月 17日提出時         令和元年 4月末時点 

医 師・・常勤 5人、 非常勤常勤換算 4.0人、計 9.0人    ⇒ 計 9.7人 

看護師・・常勤 43人、非常勤常勤換算 5.5人 計 48.5人   ⇒ 計 49.4人 

その他・・常勤 48人、非常勤常勤換算 7.6人 計 55.6人   ⇒ 計 60.3人 

合 計・・常勤 96人、非常勤常勤換算 17.1人 計 113.1人 ⇒ 計 119.4人 

 

 

８ 医療（介護）連携における課題、問題点 

○急性期医療機関：「出口」となる医療機関は充足されているか 

 

 原田病院：消化器外科・神経内科（入間市）、埼玉石心会病院：脳神経外科・循環器外科・

救急科等、入間川病院（狭山市）、埼玉医科大学国際医療センター：悪性腫瘍等（日高市）、

埼玉医大病院：血液内科・小児整形外科等（毛呂町）、西埼玉中央病院：総合診療内科等、

圏央所沢病院、防衛医科大学校病院（所沢市）を中心とした急性期病院との実績もあり、

連携は常時とっておりますが、「出口」につきましては、すべての患者様に対し紹介先の受

け入れ態勢が整っているだけではございません。 

 

○回復期、慢性期医療機関：市町村、ケアマネージャーとの連携状況、待機患者の状況、在

宅への移行はスムーズに行われているか 等 

 

 回復期：原田病院、大生病院、明生リハビリテーション病院、所沢ロイヤル病院、 

飯能靖和病院、武蔵台病院 川越リハビリテーション病院 

        待機状況としては相談してから概ね 2～3週間の状況です。 
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 慢性期：大生病院、所沢ロイヤル病院、飯能靖和病院、新所沢清和病院 

     待機状況に関しては相談して 2～3週間の状況です。 

 

 入間市、狭山市、所沢市、飯能市の各地域包括支援センター、居宅支援事業所のケアマ

ネージャーとは平素より連携し良好な関係を築けるように努力しております。 

 よって在宅への移行もスムーズに行えております。 


